
Title 役割取得の基本的条件としての同類感
Sub Title A sense of sameness as a basal condition for role taking
Author 千田, 茂博(Senda, Shigehiro)

Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科
Publication year 1982

Jtitle 慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 (Studies in sociology,
psychology and education). No.22 (1982. ) ,p.43- 49 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000022-0043

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


役割取得の基本的条件としての同類感

ASenseofSamenessasaBasalConditionforRoleTaking

千田茂博

Ｓ"惣"”Ｓｃ'zｄｔＪ

Recently，roletakinghasreceivedincreasingattentionasoneofimportantfactorsill

moralityandprosocialbehavior・Generally，ｒｏｌｅｔａｋｉｎｇｉｓｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄａｓａｐａｒｔｏfcognitive

abilities，ａｎｄｒｅｓｅａｒｃｈｅｄｉｎｐｏｉｎｔｏｆｉｔｓdevelopment・Indailylife，however，ｅｖｅｒｙｐｅｒｓｏｎ

ｗｈｏｈａｓｒｏｌｅｔａｋｉｎｇａｂｉlitydoesn，ｔａｌｗａｙｓｕｓｅｈｉｓａｂｉｌｉｔｙ，Whatareimportantfactorsm

regardofactualroletakingisnoteworthypoint・Inthisarticle，ｔｈｅａｓｓｕｍｐｔｉｏｎｔｈａｔａ

ｓｅｎｓｅｏｆｓａｍｅｎessisabasalconditionforroIetakｉｎ蔦innaturalsettingisdiscussed．

最近，新聞に中学生から罵声を浴びせかけられた老人

の投書があったが，中学生たちは偶然出会った老人に対

して，突然暴言を吐いて走り去っていったというのであ

る。これに類似した例は今日増加しつつあると思われる

が，こうしたことは単に敬老精神がみられなくなったと

いった問題ではなく，むしろ相手の立場に立って考える

ことができなくなってきていることを示しているのでは

ないだろうか。「相手の立場に立つ」ということは様含

な人間関係において非常に重要なものであるが，心理学

においては，役割取得（roletaking）と呼ばれ，道徳性

や向社会的行動を規定する要因として注目されてきてい

る。ここではまず，役割取得の研究を概観してみたい。

役割取得の諸研究から

役割取得は自他の観点の違いを意識し，他者の観点に

立つことにより，他者の欲求，思考，感情，知覚などの

内的特性を推論することであると考えられている。

役割取得の実験研究は様食な課題を用いて行なわれて

いるが，内容的に大別すると次の３つに分けられる。

ａ）他者からの見えの推論

ｂ）他者の思考の推論

ｃ）他者の感情の推論

他者からの見えの推論としては，Piagetら（1967）の

３つ山問題が代表的なものとしてあげられる。これは大

きさなどの異なった３つの模型の山を配置した箱庭を用

意して，子どもをその箱庭のまわりの１カ所に座らせた

ままで，箱庭のまわりをまわる人形から見るとその３つ

の'11がどのように並んで見えるかを子どもに推論させる

といった課題である。

他者の思考を推論する課題としてここではFlavellら

のもの（1968）をあげておく。この課題では５セントと

書かれた箱と１０セントと書かれた箱が用意され，それぞ

れに５セントニッケル貨と10セント銀貨を入れておく。

子どもはもう１人の子どもとゲームをしてもらうと言わ

れる。そのゲームとは，一方の子がどちらかの箱の中の

お金を取り除いておき，相手の子は１つの箱を選択して

その中にお金がはいっていればそれをもらえるという簡

単なものである。被験者はお金を取り除く側になるのだ

が，その時に相手の子にお金をとられないようにするに

はどうしたらよいかという質問をされる。ここで，被験

者が相手の考えをどこまで推論できるかを調べるのであ

る。

他者の感情の推論の例としては，Borkeの課題(1971）

がある。ここでは子どもが「うれしい」「悲しい」とい
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Ａ）存在：

（existence）

Ｂ）必要：

（need）

つた感情とそれらに対応する表情図を見分けられるかど

うかを確かめた上で，「おもちゃをなくしてしまったと

ころ」とか「子どもが他の子どもにお菓子をあげてい

るところ」といった様々な場面の絵を見せて物語を聞か

せるのである。絵のなかの登場人物の顔はブランクにな

っていて，子どもはその人物の感情を推論してそれに合

った表情図を選択するように教示されるのである。

このように役割取得の内容によって様常な課題が用い

られているのだが，実は同じ内容領域においてもいくつ

かの異なった課題が用いられており，研究結果は必ずし

も一致していない。研究者間で役割取得をどうとらえる

かが一致しておらず，そのために用いる課題も異なって

いる。たとえば，先のBorkeの研究に対してＣhandler

とGreenspan(1972）は真に役割取得を扱っていないと

反論した。彼らは役割取得とはⅢ単にある状況でその人

がどういった感情を持つかを推論することではなく，他

者の感情が自分のものと異なっている時にでもそれを推

論できることであると考え，Borkeの手続きにさらに新

しい手続きを加えた研究を行なった。つまり，Borkeの

課題のなかに，途中から第２の人物を登場させて，その

限られた情報しか持たない人物の立場に立てるかどうか

を象たのである。その結果，主人公の感''11iの樅論では

Borkeの結果と一致したが，第２の人物の立場に立った

推論はより高い年齢にならなければ不可能なことが示さ

れたのである。

このように役割取得のとらえ方が研究者｢M]で一致して

おらず，各課題間の相関研究もなされてはいるが，一貫

した関係は見いだされていない。

役割取得の研究はこのように混沌とした状況であり，

体系化されるためにはかなりの時間が必要だろうと思わ

れる。こうした現状に関しては，Kurdek（1978)，木下

(1977）らの論文で詳細に論じられている。

ある場面で他者がある心理的状態をも

つであろうということに気づくこと

そこで，他者の心理的特性について推

論することが必要だということに気づ

くこと

他者の心理的特１１１:について推論するこ

と

推論によって得た他者についての新た

な考えをもとに行動すること

ｃ）椎論：

（inference）

Ｄ）応用：

（application）

日常場面で役割取得が適切に行なわれていないのは

「推論」の困難さによるのだろうか。確かに相手の立場

に立って考えることは非常に困難なことであり，かなり

の認知的能力が必要な場合もあろう。しかし，先の中学

生の例のように「推論」自体はそれほど困難ではない場

合も多いのではないだろうか。おそらくこの中学生たち

も自分たちの暴言を聞いて老人がどう感じたと思うかと

質問されれば，老人の気持ちを推測できるだろうと思わ

れる。むしろ彼らに欠けていたのは相手の立場に立つ

「必要」に気づくことだったのではないだろうか。これ

までの役割取得の研究は「推論」的認知能力がどのよう

に発達してくるのかという点にのみ関心が向けられてき

ており，各課題でははじめから相手の立場に立って考え

るように捕示されている。もちろんこうした場面でどこ

まで相手の立場に立って考えられるかという認知的能力

の発達の研究も重要であることは理解できるが，日常場

面での役割取得に関しては，「必要｣，つまり相手の立場

に立って考えようとする志向性の問題も非常に重要なも

のである。しかし，残念ながらこうした自発的な役割取

得に関する研究はほとんどなされていないのである。小

論ではこの志向性の問題に焦点をあててゆきたい。

この志向性に関してはおそらく大きな個人差，また場

面による違いがあると考えられる。この役割取得の志向

性を規定している要因は何だろうか。

たとえば，両親などまわりの人が相手の立場に立って

考えるという行動をどの程度示してきたか，つまりそう

したモデルが個人のまわりに存在したかとか’自分自身

が役割取得を行なった場合にどのようなフィードバック

が与えられてきたのか，といったその個人の生育環境も

重要な要因となるであろうし，また役割取得が必要と考

えられる場面で実際に相手の立場に立って考えるだけの

心理的ゆとりといったものがあるかどうかも問題となる

だろう。他にも様左な要因が考えられようが，私はここ

で根本的に役割取得への志向性を規定する要因として

役割取得への志向性

このように役割取得の研究では様荏な課題が用いられ

ており，課題を達成できる年齢は各課題によって異なっ

ている。しかし，少なくとも14,15歳ぐらいまでにはほ

とんどの課題が達成可能になっている。ところで実際の

日常場面では14,15歳頃になれば，役割取得行動といえ

るものを現実に行なうかといえば，残念ながら最初にあ

げた中学生の例を歌ても，現実にはそうとはいえないの

である。

Flavell（1974）は役割取得のコソポーネソトを,１つに

分けて考えている。



4５役割取得の基本的条件としての同類感

てさえ|可頬感をもっている人もしるかもしれない。飼っ

ているペットを家族の一員として人間と同様に扱い，あ

たかも会話ができるかのように話しかけている人もい

る。野生動物にさえ同類感を感じている人も存在するで

あろう。あるいは植物に対してさえ同じ生きものとして

同類感を抱く人もいるかもしれない。同類感は無限に広

がる可能性をもっているのである。しかし，この同類感

は頭で考えられたものでなく，あくまでも実感としてと

らえられたものでなければならない。

「同類感」というものを考えてみたい。この「同類感」

とは「同じ人間なんだ」という意識のことである。つま

り，役割取得を実際に行なうには相手を「同じ人間なん

だ」と感じることが前提条件として必ず必要なのであ

る。おそらく「同じ人間なんだ」といったことは当然の

ことであり，誰でもわかっているという反論があるかも

しれなし。しかし果して本当にそうであろうか。確かに

誰でも頭ではわかっているといえるかもしれない。しか

し，目の前にいる相手を「同じ人間なんだ」と実感する

ということはその人を人格をもった個人として尊重する

ということではないだろうか。ところが実際にすべての

人に対して人格を尊重してゆくというのは非常にIｲ|雌な

ことである。たとえば，突然目の前で刃物を振りまわし

始めた男に対して同じ人間なんだと感じられるだろう

か。地下鉄の駅の通路で薄汚れた服を着て寝ている人に

対して同類感をもてるだろうか。小さな子どもに対して

いつもその子の人格を尊重しているだろうか。こう考え

ると実際にすべての人に実感としての同類感をもつとい

うことが実はかなり困難であることを理解していただけ

るのでないだろうか。もちろん「あの人も同じ人間だと

思いますか」と質問されれば，侭とんどの人が「当然で

す」と答えるであろうが。

この「同じ人間なんだ」というlIji類感は，｛にl1lll1jiiii識と

か，その人が知り合いかどうか，好意をもっているかど

うかといったこととは違った次元の問題である。こうし

たことも確かに役割取得に影響を与えるかもしれない

が，仲間意識がなければ役割取得は生じないとは言えな

い。しかし，相手に対して同類感をもたなければ，もと

もとそこで相手の立場に立って考えようなどという気に

さえなり得ないのではないだろうか。

役割取得は，相手が自分とは違った考え，欲求，Illli置

観などをもっているという認識が前提となっているが，

同類感はその前提と矛盾しているように聞こえるかもし

れない。しかし，同類感が同じ人間なんだと感じ，相手

の人格を尊重することであるからには，その人の個性，

自分とは違った考え，欲求，価値感などをもっているこ

とも当然認めるはずである。

ある個人がどの程度の範Ul1の人に対して同類感をもっ

ているかを正確に知ることは難しいが，おそらくかなり

の個人差があると考えられる。極端にいえば，自分自身

にしか同類感を感じない人もいるかもしれないし，逆に

マザーテレサのようにすべての人に同類感を感じられる

人も存在するかもしれない。また同類感は同じ人Ⅱ!]なん

だという意識であると定義したが，なかには動物に対し

役割取得と同類感

役割収１９が現実に行なわれていない典型的な例として

は，人種差別，障害者に対する偏見といった差別の問題

があげられる。

日本人は同一民族であり，あまり人種差別を意識しな

いように思われるが，実は輔国の人々との問題や，人種

とは少し異なってはいるが同和問題などが根深く残って

いる。ナチのユダヤ人虐殺やアメリカの黒人問題などは

まさに人種差別の典型である。

しかし，それではたとえばアメリカの白人たちが相手

の立場に立って考えるための認知的能力が他の人盈より

も劣っているのだろうか。もちろんそうとは考えられな

い。むしろKohlberg（1971）によれば,アメリカは他

の文化よりも高い道徳性の発達を示しているのである。

ところが黒人の問題に関してはまるで人が変ったかの

ようになり，黒人の立場をまったく理解しない人が多

い。先年ヨーロッパ旅行'１'に同じツアーに参加していた

南アフリカ共和国の白人は紳士的な人物であったが，や

はり同じツアーに参加していた黒人に対してだけはまっ

たく口を聞かず，食事で同じテーブルについた時でさえ

完全にその黒人たちを無視し続けたのである。こうした

黒人に対する役割取得の欠如はまさに黒人に対する同類

感の欠如によるのではないだろうか。もちろんすべての

白人がそうだとはいえないが，多くのアメリカの白人に

とって黒人は同じ人間だとは感じられないのであり，そ

こでは黒人の立場に立って考えようとする態度など生じ

てくるはずもないのである。いくら表面的に差別撤廃，

平等が唱られたとしても基本的に同類感がもてなけれ

ば，’１１]題は解決しないのではないだろうか。

戦争状態になった国の間ではお互いに相手国の立場な

どはまったく理解しないのであるが，やはりこれも同類

感の欠如によるのではないだろうか。むしろ政府は敵に

ＩＴＩ瀬感をもたないようにlIil民を操作しようとする。たと

えば，第２次世界大戦の時，日本が「鬼畜米英」と言っ
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は，おもいやりが失なわれつつあるとよく言われてい

る。冒頭であげた中学生の例もその１つであろう。電車

やパスの中で老人が立っていても席を譲らない人が増え

ているし，混んだ車内でも平気で足を組んで座っていた

り，大きなバッグを肩にかけたままで立っていて，まわ

りの人が通りにくくなっているのも気にしないといった

人もいる。所構わず空き缶やタバコの吸い殻を投げ捨て

る。深夜になって､近所迷惑も考えずにステレオを大き

な音量でかける。こうした問題はやはり相手の立場に立

って考えていないために生じるのであろう。老人が揺れ

る車内で立っていることの辛さ，タバコの吸い殻を片付

ける人の大変さ，騒音で寝られない人の苛立つ気持ち，

こうした相手の気持ちが感じられれば，そうした行動は

できなくなるのが普通である。もちろんなかには相手の

気持ちをわかっていてもそんなことは気にもしないでそ

うした行動を続けるという人もいるのかもしれないが，

ここではその点については言及しない。

しかし，だからといって彼らが相手の気持ちを「推

論」するだけの認知的能力が欠けているのかというと，

そうとは考えられない。相手の気持ちを尋ねられれば，

おそらく「推論」できるのである。むしろ問題は彼らが

自発的に役割取得を行なわないことである。そして，そ

の原因はやはりliil類感の'１１１題であると思われる。

現代社会においては，生活の機械化，都市化の傾向に

よって人と人とのかかわりあいは減少し，非人間的なも

のになってきている。隣の住人の顔さえ知らない，あい

さつ以外の言葉を交したこともない，近所の子どもが危

険なことをしていても注意もしないといった状況が増え

ている。都会の雑踏や，満員電車の中での他人は，自分

にとって障害物としか感じられないといった傾向が強く

なってきている。まわりの人間に対する同類感が失われ

つつある。少なくとも同類感が非常に希薄化しているこ

とは事実である。同じ人間なんだという意識をもてなく

なった他者に対して自発的な役割取得は行なわれない。

隣の住人の存在を実感として感じなければ，ステレオの

音が気になるだろうかと考えようとさえしないだろう

し，掃除をする人に対して|可じ人剛なんだという実感が

なげれば，感謝の気持ちも生じない。電車の中の他人が

障害物でしかなければ，その障害物の気持ちなど考える

必要もないのである。

現在はまだそこまで極端な例は少数であろうが，今後

こうした傾向はより強くなっていくのではないだろう

か。何らかの歯止めが必要なのである。

4６

たようにである。そうすることにより傷ついた敵兵や戦

闘能力のない女，子どもまでも平気で虐殺してしまうこ

とが可能になるのである。もちろん敵国の人間に対して

同類感を感じ続ける人もいようが，そうした人たちは逆

に敵兵を殺傷することに罪悪感を感じてコソフリクト状

態に陥ってしまうのではないだろうか。

男女差別の問題もやはり役馴取得の欠如である。男性

側の一方的な考え方ですぺてが決められ１女性の立場が

まったく考慮されなかったのである。そんなことはな

い，女性の立場を考慮したからこそそうした役割取得が

行なわれたのだという反論があるかもしれない。しか

し，それは偽りの役割取得である。むしろ，はじめから

男と女は違うんだという意識から出たものであり，真に

女性の立場に立って考えられたものではない。確かに生

物学的な性差が存在することは事実ではあるが，女性に

要求されている女らしさはそれ以上のものである。そこ

にはまさに同類感が欠如しているのである。男性の女性

に対する表面的なやさしさ，いたわりといったものも，

実は同類感に基づかない偽りの役割取得ではないだろう

か。近年，女性解放運動が高まり，徐々に女性に対する

偏見は少なくなってきてはいるが，男も女も同じ人間な

んだという実感をすべての人がもたなければ，真の解決

にはならないだろう。

障害者に対してもやはり役;Mll取得は行なわれてこなか

った。過去の歴史はいかに障害者が立場を無視され，非

人間的に扱われてきたかを明白に示している。現在でも

多くの障害者は病院’施設などに隔離され続けている。

そのほうが彼らにとってもいいのだと社会から隔離する

ことが正当化されているが，ここでもやはり彼らの立場

からはまったく考えられていないのである。彼らに対す

る同情とか憐みといったものも実は彼らの立場に立って

考えられたものではなく，むしろ外側から彼らを見てい

るところから生じたものではないだろうか。障害をもっ

た人女からよく聞くのは「同情の目でみられたくない，

普通の人と同じように対応してほしい，ゑんなと一緒に

生活してゆきたい」といった嘗葉である。こうした障害

者に対する差別もやはり同類感が欠如しているからでは

ないだろうか。今年は国際障害者年ということで，様々

な行事，活動が行なわれているが，真に同類感に基づい

た上での障害者の立場に立って考えられている活動であ

るかどうか再検討されなければならなし。

ここまで人種差別，障害者差別といった大きな問題を

取り上げてきたが，より日常的な場面においても，役割

取得が現実には行なわれていない場合がある。特に最近
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ちの体験や怠識の調査（千田，1979）のなかでも，多く

のボランティアが，「障害者や障害児に対して，異常な

もの，自分たちとは異なったものといった構えや偏見が

なくなった｣，「普通の子と変らない，同じ人間なんだと

実感するようになった｣，「以前から頭ではわかっている

つもりであったが，実際に接してみて初めて実感として

わかった」などと答えている。そして「こうした障害者

の側に立って考えるようになった｣，「彼らも社会のなか

でみんなと一緒に生活できるし，そうしていかなければ

ならないと考えるようになった」というボランティアも

いた。ここでボランティアの１人が書いた文章を引用し

てみる。

ボランティア活動における同類感

もともと私がこうした同類感について考え始めたの

は，自閉傾向児のグループ活動にボランティアとして参

加した体験からであった。既に述べてきたように，障害

児，問題児といわれている子どもたちと接する場合にお

いても，役割取得は非常に重要なものである。しかし，

現実には，彼らの問題は外側から観察され，考えられて

いる場合が多い。彼らの立場に立って問題を考えてゆく

ためには，彼らも同じ人間なんだということを実感して

いなければならないのである。

私はそのグループ活動で初めて障害児といわれている

子どもたちと接したのであるが，最初のうちは，彼らに

どう接していけばよいのかわからずⅢ自分が担当した子

どもの後をただ追いかけているだけであった。その子ど

もは言葉を話すことはできたが，こちらの話しかけには

なかなか反応してくれなかった。しかし毎週１回，２

時間ほどのグループ活動ではあったが徐々に子どももこ

ちらを意識してくれるようになってきたのである。そん

なある日，１つの事件がおきた。その日私はグループの

子どもたちのためにおやつを買いに行く役割を私が担当

していた子にやらせようと考え，彼を誘ったのである

が，彼は頑として応じない。しばらく押し問答を続けて

いると，彼が「来週行く」と言ったのである。私は半信

半疑ではあったが，その日はとても行きそうになかった

ため，来週必ず行くという約束をしてそのロはそれで終

ったのである。さて次の週になり，彼がどうするだろう

と待っていると，彼はグループにやってくるなり，「お

やつ買いに行く」と楽しそうに出かけたのであった。そ

の時は私も彼が約束を守ってくれたという驚きとうれし

さでいっぱいだったが，後になって考えてみると，それ

まで自分がいかに彼の気持ちを無視してこちらの都合で

彼を動かそうとしていたかということに気づいて樗然と

してしまったのである。もちろん頭では彼の立場に立っ

て考えなければいけないということを理解しているつも

りであったが，実際には心のどこかで自分とは違った人

間なんだという意識を捨て切れていなかったのである。

こういった体験を通じて初めて彼らも自分と、じ人間な

んだということが実感として理解できたと思っている。

そして初めて彼らの立場に立って考えられるようになっ

てきたのではないだろうか。もちろん完全に彼らになり

きることはできないけれども。

こうした体験は実は多くのボランティアに共通してい

るものである。このグループに参加したボランティアた

「……Ｍ自閉症〃ということば，君iMlllいたことがあ

ると思います。最近よく聞くし，また使われもしてい

ますから。僕は，昨年から，週１回ですが，いわゆる

細自閉症〃と名付けられた子供と接する機会に恵まれ

ました。

でも，帆自閉症〃って一体何だろう？どんな子供の

ことを言うのか。僕には今だにわからない。

学者というのは，因果なものですわ。ちょっと変わ

った子供がいる。そんな子供をみると，あの帆知的好

奇心〃というやつで，近づいていき，冷徹な目で，観

察し，分析する。次がレッテル付け－こんな症状を

示す子供たちをまとめて㈹自閉症児〃と名付けよう

－と。そして，次は……。残念ながら，’ﾊ知的好奇

心′とやらは，そこで消えてしまうことが多いので

す。

僕が今，かかわっているヤシちゃんもそんな子供の

ひとり。小学校２年生。元気のいい子です。トランポ

リンとか'11転車が好きで！始終動きまわっています。

最近やっと，一緒に遊んでもらえるようになったとこ

ろです。

つい先日でした。彼と初めて近くの江戸川ぺりに行

って承ました。Ⅱ|は濁っていたし，風も強かった。し

かし川面には赤い陽がきらきらと輝いていたし，川向

こうに見える銀白色の鉄橋を，彼の好きな電車が渡っ

ていくところだった。そのとき，ふと彼がもらしたの

は『ウツクシイシゼソ，ウツクシイシゼソ』というこ

とばでした。一瞬僕はハツとしました。なぜなら，ふ

だん彼の口から出ることばと言えば，テレビコマーシ

ャルに出てくるiii語の繰り返しか，具体的な要求を示

す単語の羅列がほとんどだったからです。そして川く

りの砂の上に小枝で一生懸命に字を書きはじめたので
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りれぱ「彼との見えないカペが一気にふっ切れた気持

ち」になり，同じ人間なんだという同類感を実感できる

のである。

ただ，先ほどの白人にしても，たとえまったく話はし

なくて､一緒にいさえすれば，何かのきっかけで共体験

をもつ可能性がまったくないとは言えない。その意味で

は，単なる物理的接近といえども，完全な隔離よりはま

しであろう。黒人と白人とが，学校から公衆トイレに至

るまで別点のものを使用するよりは，同じ空間で生活し

ているほうが，共体験が生じる可能性は高まり，同類感

が形成されやすくなろう。障害者も社会のなかで一緒に

生活してゆくことで一般の人☆と体験を共有できるので

ある。近年，障害児を養護学校とか特殊学級に入れて分

離教育をするのではなく，普通学級でみんなと一緒に教

育を受けるべきだという統合教育が提唱されてきてい

る。これは単に障害児にとってのみ意味があるわけでは

なく，一般の子どもたちにとってこそ障害児との共体験

を可能にし，同じ人間なんだという同類感の形成，さら

に自発的に相手の立場に立って考えることを学ぶといっ

た大きな意味をもっているのである。こうした統合教育

を実践してきた先生方から「子どもたちがおもいやりを

もって人に接するようになった」といった報告がよく聞

かれるが，まさにこのことを実証しているのではないだ

ろうか。

様女な人々との共体験を通じて，個人のもつ同類感は

拡大してゆくのであろう。そうした共体験の機会を増や

すことがまず必要なのである。

す。あいうえお，かき<けこ，……まみむめもりそこ

まで一気に誓いたあと，少しためらってから『うみ」

とゆっくり大きな字を書きました。『海？』と僕が問

いかけると『ウツクシイシゼソ，ウツクシイシゼン』

と僕の目を承つめながらうれしそうに何度も繰り返し

ていました。

その時の僕の気持ち，とてもうまく表現できない。

ただ無性に彼がいとおしく思えたし，彼との見えない

カペが一気にふっ切れた気持ちだったとだけ書いてお

きます。

同時に『人間みんなチョポチョポヤ』という君のこ

とばと顔が自然に浮かんできました。君の言っていた

ことが，僕にも実感できた。そんな気持ちでした。何

て感傷的なんだ，もっとクールな観察者の目をもって

いないのか，という声もどこからか聞こえてきそうで

す。でも僕は君と同じように実感というやつを大切に

したい｡」

子どもとのかかわりを通して，同類感を実感してゆく

過程が印象的に語られている。「人間みんなチョポチョ

ポや」という言葉のなかにある「みんな同じ人間なん

だ」という意識がはっきりと感じられる。ボランティア

たちはこうした子どもとの共体験を通じて同類感を感

じ，初めてこどもの立場に立って考えられるようになっ

てゆくのである。

同類感の形成

これまで種点の例で述べてきたように同類感は役割取

得の基本的条件として非常に重要なものであるが，それ

ではこの同類感はどのように形成されるのだろうか。

同類感自体が頭で理解するものではなく，実感として

感じるものであるということは，その形成もやはり知的

レベルでは困難である。たとえば，「人間はみな兄弟」

と繰り返してみても，実感としてはなかなか感じられな

いものである。

同類感が体験によって形成され得ることは，ボランテ

ィア体験の例を染ても明らかである。しかし，この体験

とはただ一緒にいさえすればよいというものではない。

ヨーロッパ旅行中の南アフリカ共和国の白人の例は！一

緒にいても何の変化も生じない場合もあり得ることを示

している。ただ一緒にいるだけではなく，共に何かを体

験し，それを共有するという「共体験」というべきもの

でなければならないのである。先に引用したボランティ

アの体験はまさにその「共体験」であり，彼の言葉を借

結 語

以上のように日常場面における役割取得は単に認知的

な役割取得能力の有無によってのみ規定されるものでは

なく，その意味で，現在の役割取得の研究は片手落ちで

あると言わなければならない。確かに役割取得能力の発

達，それを支える基本的な認知能力も明らかにされる必

要があるが，それだけでは不十分である。

現在の役割取得の研究の多くは，先に示したような課

題を用いた実験室的研究であり，被験者にはじめから相

手の立場に立つように指示しているが，この方法では自

発的な役割取得に関しては研究できない。また，被験者

と役割取得される対.象との関係についても考慮されてい

ないが，現実にはその関係によって役割取得するかどう

かが変化するのである、こうした要因はむしろデータの

防害要因としてコソトロールされているのかもしれない

が，役割取得の研究が日常場面で有効性をもつためには
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